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はじめに 

 

 平成27年7月、管内の一貫経営養豚場において、子豚舎内の隣接する2豚房で26頭中7頭が急性経過で

死亡した。当該豚房中の起立不能を呈していた子豚(約80日齢)について病性鑑定を実施したので概要を

報告する。 

                      

農場の概要 

 

 当該農場は繁殖豚160頭規模一貫経営農場で、子豚、肥育豚をそれぞれ約700頭飼養している。系列

農場は無く、またここ数年外部からの導入もしていない。肥育豚のワクチンプログラムは、豚サーコ

ウイルス２型(ＰＣＶ２)ワクチンを1回接種、豚胸膜肺炎(Ａｐｐ)ワクチンを3回接種している。 

 

発生の概要 

 

 平成27年7月にはいってから数日の間に、子豚舎の隣接す

る2豚房において70～80日齢の子豚が急性経過で死亡すると

のことで7月8日に検診依頼があった。検診時、当該豚房では

4月16日～21日生まれの4腹の子豚を収容しており、一豚房で

は14頭中2頭が死亡、もう一豚房では12頭中5頭が死亡してい

た。なお、この2豚房を含め、子豚舎の他豚房や分娩舎等で

下痢は認められなかった。当該豚房中で起立不能を呈してい

た1頭について病性鑑定を実施した(写真1)。この子豚は約30 写真 1 子豚外貌 
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日齢でＰＣＶ２ワクチン、約60日齢でＡｐｐワクチンを接種しており、検診の2週間ほど前からコリス

チンを添加した飼料を給与していた。 

 

剖検所見 

 

 検査に供した子豚は約80日齢の雌で体重は19kg、剖検前の体温測定で39℃、起立困難、腹式呼吸の

ほか右後肢のナックリングを呈していた。剖検では、腸管全域で粘膜の充うっ血、一部粘膜の菲薄化(写

真2)、水様性腸内容物の貯留(写真3)が認められた。左肺後葉に軽度の限局した石灰化様病巣が認めら

れた。腎臓では微小白色点が全体に散在していた(写真4)。脳では後頭葉側大脳縦裂に出血があり、脊

髄では一部硬膜下の出血および脊髄狭窄が認められた。 

 写真2：腸管 粘膜の充うっ血と菲薄化     写真3：腸管 水様性腸内容物の貯留 

写真4：腎臓 微小白色点の散在 
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検査方法 

 

１ ウイルス学的検査 

(1) ウイルス分離 

各臓器についてＣＰＫ細胞を用いて、ウイルス分離(5％ＣＯ2下、37℃・3代継代培養)を実施し

た。 

 (2) 遺伝子検査 

ＰＣＲ法を用いて、空腸、回腸、直腸について豚流行性下痢(ＰＥＤ)ウイルス特異遺伝子、伝

染性胃腸炎(ＴＧＥ)ウイルス特異遺伝子、腎臓、肺、扁桃についてＰＣＶ２特異遺伝子、肺、扁

桃について豚繁殖・呼吸障害症候群(ＰＲＲＳ)ウイルス特異遺伝子の検索を実施した。 

 (3) 血清学的検査 

   血清を用いてオーエスキー病(ＡＤ)、ＰＲＲＳについてＥＬＩＳＡ検査を実施した。 

 

２ 細菌学的検査 

  脳、肝臓、脾臓、腎臓、肺、空腸内容物、結腸粘膜について、好気および微好気、37℃の条件の下、

β-ＮＡＤ加血液寒天培地、ＤＨＬ寒天培地、チョコレート寒天培地を用いて24～48時間、細菌培養

を実施した。また、肺についてはＢＨＬおよびムチン加ＰＰＬＯ液体培地を用いて7日間、結腸粘膜

については1/2ＢＪ培地を用いて嫌気条件で5日間細菌培養した。空腸内容物について、ＤＨＬ培地を

用いて大腸菌の定量培養をおこない、また、分離された大腸菌について、ＰＣＲ法を用いて毒素遺伝

子の検索、スライド凝集テストを用いて線毛性定着因子の検索を実施した。 

 

３ 病理組織学的検査 

  主要臓器等を10％緩衝ホルマリン液で固定、パラフィン包埋後薄切し、定法に従いＨＥ染色、グラ

ム染色を実施した。また、ＰＣＶ２について兎抗ＰＣＶ２抗体を用いて免疫組織化学的染色を実施

した。扁桃の凍結切片を用いて豚コレラウイルス抗原に対する蛍光抗体法（ＦＡ法）を実施した。 
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検査結果 

 

１ ウイルス学的検査(表1) 

 (1) ウイルス分離 

   ＣＰＫ細胞でＣＰＥを起こすウイルスは分離されなかった。また、扁桃を用いた豚コレラウイル

ス分離は陰性だった。 

 (2) 遺伝子検査 

   ＰＣＲ検査で肺、扁桃からＰＣＶ２特異遺伝子が検出さ

  れた。また、各臓器においてＰＥＤＶ、ＴＧＥＶ、ＰＲＲ

  ＳＶ特異遺伝子は検出されなかった。 

 (3) 血清学的検査 

   ＥＬＩＳＡ検査でＡＤは陰性、ＰＲＲＳは陽性だった。 

 

２ 細菌学的検査(表2) 

  空腸内容物からβ溶血性のある大腸菌を分離、定量培養で

は2.0×109ＣＦＵ／ｇを認めた。分離された大腸菌について、

ＰＣＲ法により耐熱性毒素(ＳＴ２)遺伝子、易熱性毒素(Ｌ

Ｔ）遺伝子、スライド凝集テストにより定着因子Ｆ４が検出

された。また、肺病変部からActinobacillus pleuropneumon

iae(２型)が分離された。脳、肝臓、脾臓、腎臓から細菌は

分離されず、結腸粘膜からは有意菌は分離されなかった。 

 

３ 病理組織学的検査 

  消化管で出血性カタル性胃腸炎が認められ(写真5)、空腸粘膜上皮細胞の表面にはグラム陰性菌が

多数付着していた(写真6)。肺の病変部では壊死性線維素性肺炎が認められた。壊死層辺縁部では燕

麦様細胞からなる変性細胞で囲まれる病巣が複数あり、病巣中心部にグラム陰性菌が認められた。

腎臓では間質性腎炎があり(写真7)、リンパ球集簇部位ではＰＶＣ２抗原が検出された(写真8)。扁

桃の凍結切片を用いた豚コレラウイルス抗原に対するＦＡ法は陰性だった。 

表 2 細菌学的検査結果 

表 1 ウイルス学的検査結果 
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    写真5：空腸 粘膜上皮細胞の変性・剥離  写真6：空腸 粘膜上皮細胞表面のグラム陰性菌 

 

          写真7：腎臓 間質性腎炎          写真8：腎臓 ＰＣＶ２免疫組織化学的染色   

  

考察 

 

 本症例は、剖検で、腸管粘膜の充うっ血、一部粘膜の菲薄化、水様性腸内容物の貯留等が認められ

た。肺や腎臓など、他臓器にも病変は認められたが、それらは軽度もしくは限局的なものだった。細

菌学的検査では空腸内容よりＳＴ２、ＬＴ毒素産生性、定着因子Ｆ４保有の大腸菌が分離され、病理

組織学的検査では、粘膜上皮細胞表面に細菌付着を伴うカタル性腸炎が認められた。 

今回の症例は日齢としては浮腫病の好発期ではある1)2)が、浮腫や神経症状、血管病変は認められず、

ＶＴが陰性であるなど菌性状は新生期下痢や離乳後下痢に類似したものだった。空腸における大腸菌

の増加や分離された大腸菌の性状、病理組織学的所見から、大腸菌を主因とした症例であったと考え

られた。通常では発症し難い日齢での発生に至った要因としてはストレスによる負荷が考えられ、Ｐ
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ＣＶ２、ＰＲＲＳ、Ａｐｐの感染や、飼料の切り替え、気温の変化などが誘引したと推察した。当所

からは、ストレスを低減した飼養衛生管理と、発症予防については、薬剤感受性試験の結果に基づく

抗生物質の飼料添加の継続を指導し、結果、継続的な発生は認められなかった。 
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